
 

 
今回は「人生 120年（大還暦）に向けた健康長寿のまちづくり 
                ～近き者説び 遠き者来る～」 をテーマに 
健康づくり政策推進アドバイザーと宇多津町長が、人口減少・少子高齢化が 
進展する中、地方自治体が健康づくりに取り組む重要性について発信しま
す！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

香川県では、人生 100年時代における健康寿命の延伸に向け、県民の皆様に生涯にわたり健

康的な生活を送ってもらえるよう、令和６年度から、健康づくりに関する社会学や行動学を専

門に研究している方を「健康づくり政策推進アドバイザー」として招聘し、県や市町が実施す

る取組みへの助言や指導が受けられる体制づくりに取り組んでいます（健康づくり政策推進ア

ドバイザー事業）。 

 

 

 

 

 

 

 

【日時】 令和８年２月 18日(水)  13時～14時 

【場所】 宇多津町役場 ３階 第１応接室 

【対談者】   

○健康づくり政策推進アドバイザー 

   ・京都大学大学院 医学研究科 社会的インパクト評価学講座 

特定准教授 高木 大資 氏 （坂出市出身） 

   ・東京大学大学院 医学系研究科 公共健康医学専攻 

健康教育・社会学分野 准教授 鎌田 真光 氏 

○ファシリテーター 

     放送大学香川学習センター所長 山神 眞一 氏  

（香川大学名誉教授 / 健やか香川21県民会議 会長） 

〇宇多津町長 谷川 俊博 氏 

 

・ 会談当日に報道機関以外の傍聴、ライブ配信はありません。 
 
・ トップ会談の様子は、後日、香川県ホームページで配信します。 

https://www.pref.kagawa.lg.jp/kenkosomu/kenkodukuri/health/ad.html   
（香川県ホームページ ページ ID：48056） 

令和８年２月 13日 

健康政策課 健康づくり・糖尿病対策Gr 

  担当 遠山・近藤 

直通 ０８７－８３２－３２７３、県庁内線 3365 

「香川県健康づくりトップ会談 

（宇多津町）」 

を開催します 

健康づくり分野で行動学や社会学の 
アドバイザーを招聘した県レベルの事業 

中四国初 

坂出記者クラブへも同時に資料

提供しています。 


